
令和７年

鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会

第１回定例会

会   議   録

1



令和７年２月１２日招集

鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会

2



令和７年鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会 会議録

令和７年２月１２日(水) 午後２時開議

  マリンパレスかごしま ３階 マリンホール

議 事 日 程〔第１号〕

日程第 １ 議席の指定

日程第 ２ 会議録署名議員の指名

日程第 ３ 会期の決定

日程第 ４ 発議第 １号 鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会の個人情報の保

護に関する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第 ５ 議案第 １号 令和６年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一般会計

補正予算（第２号）

日程第 ６ 議案第 ２号 令和６年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）

日程第 ７ 議案第 ３号 鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第 ８ 議案第 ４号 令和７年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一般会計

予算

日程第 ９ 議案第 ５号 令和７年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計予算

日程第１０ 議案第 ６号 鹿児島県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関す

る条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１１ 一般質問
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本日の会議に付した事件

議事日程のとおり
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出 席 議 員（１１人）

３ 番 杉 本 尚 喜 議 員   ７ 番 持 留 良 一 議 員

９ 番 迫 杉 雄 議 員   １０番 中 重 真 一 議 員

１１番 松 元 正 明 議 員   １２番 小 山 田 邦 弘 議 員

１５番 富 重 幸 博 議 員   １６番 小 園 裕 康 議 員

１７番 石 田 尾 茂 樹 議 員   １８番 竹 田 泰 典 議 員

１９番 隈 崎 悦 男 議 員

欠 席 議 員（９人）

１ 番 下 鶴 隆 央 議 員  ２ 番 川 越 桂 路 議 員

４ 番 打 越 明 司 議 員  ５ 番 八 板 俊 輔 議 員

６ 番 尾 脇 雅 弥 議 員  ８ 番 五 位 塚 剛 議 員

１３番 上 野 俊 市 議 員  １４番 宮 之 脇 尚 美 議 員

２０番 前 徹 志 議 員

説明のため出席した者（１６人）

広 域 連 合 長 中 西   茂 君 事 務 局 長 松 元 祐 成 君  

総 務 課 長 川 越 吉 成 君 業 務 課 長 園 田 健 一 君  

総 務 課 主 事 川 元 亜 希 君 総 務 課 主 事 竹 山 雅 道 君  

総 務 課 主 査 瀬戸口 勝也 君 業 務 課 主 査 片 山 哲 治 君  

総 務 課 主 査 鎌 田 貴 大 君 業 務 課 主 事 鶴 留 一 也 君

業 務 課 主 事 古 園 智 仁 君 業 務 課 主 事 竹 山 俊 輝 君  

業 務 課 主 事 福 島 英 之 君 業 務 課 主 査 谷 山 潤 一 君

業 務 課 主 査 坂下 喜美子 君 業 務 課 主 査 上野 美由紀 君

職務のため出席した者（２人）

事 務 局 次 長 窪 通 郎 君  事 務 局 主 査 船 倉 隆 博 君
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＝開会：午後２時７分＝

○副議長（富重 幸博君） 開会前にお知らせいたします。

本日は議長が欠席しておりますので、副議長の私が議長を務めさせていただき

ます。

よろしくお願いいたします。

○副議長（富重 幸博君） これより令和７年鹿児島県後期高齢者医療後期連合議会

第１回定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

○副議長（富重 幸博君） この際、諸般の報告をいたします。

配布いたしましたとおり、まず、議員異動の報告がございます。

昨年１１月開催の令和６年第２回定例会以降の広域連合議会議員の異動につい

ては、配布いたしております「議員異動報告書」のとおりであります。

次に配布いたしましたとおり、監査委員から地方自治法第２３５条の２第３項

の規定による「例月現金出納検査」の結果報告がありました。

○副議長（富重 幸博君） 本日の議事日程は、配布いたしました、議事日程〔第１

号〕のとおりであります。

○副議長（富重 幸博君） それでは、日程第１「議席の指定」を行います。

去る令和６年１２月２５日付の告示により実施された、広域連合議会議員の補

欠選挙で当選されました、下鶴 隆央 議員の議席は、会議規則第４条第２項の

規定により、下鶴 隆央 議員を１番に指定いたします。

○副議長（富重 幸博君） 次は、日程第２「会議録署名議員の指名」を行います。

今議会の会議録署名議員は、議席番号１１番松元正明議員、及び議席番号１７

番石田尾茂樹議員を指名いたします。

○副議長（富重 幸博君） 次は、日程第３「会期の決定」を議題といたします。

お諮りいたします。

今議会の会期は本日１日といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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「御異議なし」と認めます。

よって会期は本日１日と決定いたしました。

○副議長（富重 幸博君） 次は、日程第４ 発議第１号「鹿児島県後期高齢者医療

広域連合議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例制定の件」を

議題といたします。

○副議長（富重 幸博君） お諮りいたします。

   ただいまの議案については、会議規則第３７条第２項の規定により、提出者の

説明を省略いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

   よって、提出者の説明を省略することに決しました。

○副議長（富重 幸博君） これより発議第１号について、質疑、討論に入ります。

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ本件については質疑、討論は

ないものと認めます。

これより表決に入ります。

発議第１号「鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会の個人情報の保護に関する

条例の一部を改正する条例制定の件」について採決いたします。

本件については原案どおり決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって本件は原案どおり可決されました。

○副議長（富重 幸博君） ここで中西茂広域連合長から、発言の申し出があります

ので、これを許可いたします。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

中西広域連合長。

〔中西広域連合長 起立〕

○広域連合長（中西 茂君） 広域連合長の中西でございます。
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令和７年鹿児島県後期高齢医療広域連合議会第１回定例会の開会に当たりまし

て、一言御挨拶を申し述べさせていただきます。

本日は令和７年第１回定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方には大

変御多用の中、また、足元の悪い中、御出席を賜りまして、厚く御礼を申し上げま

す。

本県の後期高齢者医療制度につきましては、議員の皆様方を始め、構成市町村

の皆様の御協力により円滑な運営が図られていることに深く、感謝を申し上げま

す。

さて、昨今、高齢化社会が進み一人当たりの医療費は増加の一途をたどるとと

もに、物価の高騰、そして、デジタル社会も進んでおり、被保険者証はマイナンバ

ーカードと一体化したマイナ保険証となったところであります。

当広域連合といたしましても、一保険者として、被保険者の方々に対し、きめ細

やかな行政サービスに努め、今後も安定した制度の運営に努めるとともに、高齢

者が明るい未来の見える生活を送れるよう、取り組んでまいりたいと考えており

ます。

本日は、令和７年度当初予算を提案しておりますが、その内容について、少し触

れさせていただきたいと思います。

一般会計は、主なものといたしましては、派遣職員に係る経費や事務室の借り

上げ料及び共益費などの事務局運営経費、また、議会運営に係る経費など、１億３

６９万９千円を計上いたしております。

また、特別会計におきましては、被保険者数を２８万１，１４７人と見込み、３

，０１８億９，７２８万２千円を計上いたしました。これは、前年度と比較しまし

て、１３億７，２５４万６千円の増額となっております。

特別会計予算におきましては、保険給付費が予算総額の約９９％を占めており

ますが、一人あたりの医療費の増加等を見込み、約２１億２，６００万円の増額と

なる、約２，９８５億１，９００万円を計上するとともに、その他、健康保持増進

等の観点から、フレイル等の対策として、市町村が行う「高齢者の保健事業と介護

予防の一体的実施」などに係る保健事業費も約１１億８，３００万円計上いたし

ております。

また、派遣職員に係る経費や、レセプト点検などの医療費適正化事業費、電算対

策事業費などを計上しておりますが、昨年１０月に始まりました、内国為替制度

に伴う公金振替手数料の計上、また、郵便料金値上げや、次期標準システムに係る
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通信料の増加など、新たな対応が求められており、財源となる市町村からの事務

費負担金が、前年度と比較して約３億１千万円の増の約８億２２０万円となった

ところであります。

当初予算の詳細につきましては、このあと各議案の提案理由におきまして説明

をさせますが、これらの令和７年度当初予算議案２件のほかに、令和６年度補正

予算議案２件、本県後期高齢者医療に関する条例の一部改正条例議案等２件の、

計６件の議案を提出しておりますので、議員の皆様方には、御審議のほど、よろし

くお願い申し上げまして、議会の開会に当たりましての挨拶とさせていただきま

す。

本日はどうかよろしくお願いいたします。

〔中西広域連合長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） 次は、日程第５ 議案第１号「令和６年度鹿児島県後期

高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）」を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） それでは、議案第１号「令和６年度鹿児島県後期高齢

者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）」につきまして御説明申し上げます。

議案書の１ページを御覧ください。

今回の補正は、第１条にございますように、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出

それぞれ１，９４８万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

９，９４６万１千円とするものでございます。主なものにつきまして、事項別明細

書により御説明いたします。

７ページを御覧ください。まず歳入でございます。

１款 分担金及び負担金 １項 負担金 １目 事務費負担金を、１，９４８

万５千円減額いたしております。これは歳出予算の執行見込み残等を減額するこ

とに伴い、市町村からの事務費負担金を減額するもので、第４期分の市町村負担

金で調整することといたしております。

次に歳出でございます。８ページを御覧ください。
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１款１項１目 議会費を、１００万円減額いたしておりますが、これは臨時会

を開催しなかったこと等によるものでございます。

２款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費につきましては、１５３

万２千円減額いたしております。これは主に運営委員会、及び、幹事会に係る経

費、また職員に係る経費の執行見込みによるものでございます。

９ページの、３款１項１目 予備費は、決算見込みにより１，６８２万１千円減

額いたしております。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） これより順次、質疑、討論に入ります。

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ本件については質疑、討論は

ないものと認めます。

これより表決に入ります。

それでは、議案第１号「令和６年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一般会計

補正予算（第２号）」について採決いたします。

本件については原案どおり決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって本件は原案どおり可決されました。

○副議長（富重 幸博君） 次は、日程第６ 議案第２号「令和６年度鹿児島県後期

高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」を議題といたし

ます。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） それでは、議案第２号「令和６年度鹿児島県後期高齢
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者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」につきまして御説明

申し上げます。

議案書の１１ページを御覧ください。

今回の補正は、第１条にございますように、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出そ

れぞれ９億５，０８５万８千円増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

３，０３２億５，７６６万８千円とするものでございます。今回の補正では、療養

給付費につきましては、補正は行っておりません。現計予算額に対する決算額を

見込んだ結果、補正を行う必要はないと判断したところでございます。それでは、

主なものにつきまして、事項別明細書により御説明いたします。

１７ページを御覧ください。まず歳入でございます。

１款 市町村支出金 １項 市町村負担金 ２目 保険料等負担金を、４，４

３８万６千円減額いたしております。これは保険料負担金の決算見込み、及び保

険基盤安定負担金の確定に基づくものでございます。

２款 国庫支出金 ２項 国庫補助金 １目 調整交付金と、２目 後期高齢

者医療制度事業費補助金は、関連がございますので合わせて御説明いたします。

２目 後期高齢者医療制度事業費補助金を、９，８０５万２千円減額いたして

おりますが、これは長寿健診事業等に係る国庫補助金の減額分を、特別調整交付

金で充当するものであり、その減額分を含めて財源更正するため、１目 特別調

整交付金、１億２，９１１万円を増額するものでございます。

４款１項 支払基金交付金 １目 後期高齢者交付金を、９億５，２０３万４

千円増額いたしております。これは、これまで前年度の交付金に係る返還額を本

年度の交付金から差し引く、という相殺処理を行っており、今年度も昨年１１月

の第１号補正におきまして、超過した金額を相殺処理するため、減額補正いたし

たところでございますが、このままの状態では、決算時において令和６年度の後

期高齢者交付金の交付実績が適切に反映されないことになりますことから、今回

より、この相殺処理後に、この超過した金額を、新たに歳出におきまして、令和５

年度分の償還金として計上するとともに、同額を歳入におきまして増額補正する

ものでございます。

８款 諸収入 ３項 雑入 ２目 返納金を、１，１９４万１千円増額いたし

ております。これは医療機関等の、診療報酬請求の誤りや、被保険者の負担割合相

違等に伴う、返納金の収納見込みに基づくものでございます。

続きまして歳出でございます。１８ページを御覧ください。
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１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費を、３，１１１万１千円

増額いたしております。これは主に、マイナ保険証の周知広報に係る市町村への

補助金等を増額するものでございます。

２項 医療費適正化事業費 ４目 医療費通知事業費は、１，３２０万２千円

増額いたしております。これは昨年１０月からの、郵便料金改定に伴うものでご

ざいます。

５目 第三者行為求償事業費は実績に伴い、２４５万７千円増額するものでご

ざいます。

１９ページを御覧ください。

４款１項 支払基金拠出金 １目 出産育児支援金を、２２４万４千円増額い

たしております。これは、国の出産育児支援金額の確定に基づくものでございま

す。

５款 保健事業費 １項 健康保持増進事業費 ２目 一体的実施推進事業費

を、１，２５３万５千円減額いたしております。これは主に、市町村への委託料の

実績見込みに基づくものでございます。

３目 その他健康保持増進事業費を、６８１万６千円減額いたしております。

これは主に、適正服薬支援事業に伴う通知書作成に係る委託料につきまして、実

績に伴い減額するものでございます。

６款１項 基金積立金 １目 運営安定化基金積立金を、１，９２０万円増額

いたしております。この運営安定化基金積立金は、保険給付のための財源と、保険

料率の調整を図るための財源とし、また標準システムのクラウド化、及び機器更

改費用の単年度での、費用計上における市町村負担金の急激な増額を抑えること

を目的としておりますが、令和５年度におきまして、次期標準システムの機器更

改がずれ込み、必要経費の見通しが立ちにくい状況となったことから、積立を延

期することとし、預金利子分のみ積み立てたところでございます。この延期した

機器更改分の積立を改めて、今回の補正予算で対応するものでございます。なお、

令和６年度分としての、積立は現時点では余剰金が見込まれなかったため、見送

ることといたします。

８款 諸支出金 １項 償還金及び還付加算金 ２目 保険料還付金を、１，

４５１万円増額いたしております。これは市町村の還付実績等に伴うものでござ

います。

２０ページをお開きください。
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４目 償還金を、９億５，２０３万４千円増額いたしております。これは先ほ

ど、歳入でも御説明いたしました、４款１項 支払基金交付金 １目 後期高齢

者交付金に計上いたしました交付金と同額を予算計上するものでございます。

９款１項１目 予備費を、６，４８４万４千円減額いたしております。これは、

決算見込みによるものでございますが、予備費は療養給付費等の増加に備える財

源になります。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） これより順次、質疑、討論に入ります。

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ本件については質疑、討論は

ないものと認めます。

これより表決に入ります。

それでは、議案第２号「令和６年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）」について採決いたします。

本件については原案どおり決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって本件は原案どおり可決されました。

○副議長（富重 幸博君） 次に、日程第７ 議案第３号「鹿児島県後期高齢者医療

広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定の件」を議題と

いたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） それでは、議案第３号「鹿児島県後期高齢者医療広域

連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定の件」につきまして

13



御説明申し上げます。

議案書の２１ページを御覧ください。

今回の条例改正は、本年１月１６日付けで公布されました、高齢者の医療の確

保に関する法律施行令の一部改正に伴い、所得の少ない被保険者に対して課する

保険料の算定に係る基準につきまして、所要の改定を行う必要があるため、提案

するものでございます。

後期高齢者医療制度における保険料につきましては、低所得者に対する保険料

の負担を軽減するため、世帯主及び当該世帯に属する被保険者の所得の合計額が

一定額以下の場合、保険料のうち被保険者均等割額に係る部分につきまして、そ

の額の７割、５割または２割を軽減する措置を講じております。この軽減の対象

世帯の所得判定基準は、現行では７割軽減が４３万円、５割軽減が４３万円＋被

保険者数×２９万５千円、２割軽減が４３万円＋被保険者数×５４万５千円、と

なっております。

今回の改正では、５割軽減及び２割軽減の対象世帯が、生活水準が変わらなけ

れば、令和７年度におきましても引き続き当該軽減措置の対象となるように、令

和６年度の消費者物価の伸びの見通しや、国民健康保険の所得判定基準の見直し

との平仄等を考慮して改正を行うものでございます。具体的には、２４ページの

新旧対照表に記載してございますが、低所得者に対する保険料の軽減措置に用い

る所得判定基準につきまして、５割軽減対象世帯は２９万５千円から３０万５千

円に、２割軽減対象世帯は５４万５千円から５６万円に改めるものでございます。

施行期日につきましては令和７年４月１日といたしております。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） これより順次、質疑、討論に入ります。

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ本件については質疑、討論は

ないものと認めます。

これより表決に入ります。

それでは、議案第３号「鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例制定の件」について採決いたします。

本件については原案どおり決することに、御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって本件は原案どおり可決されました。

○副議長（富重 幸博君） 次は、日程第８ 議案第４号「令和７年度鹿児島県後期

高齢者医療広域連合一般会計予算」を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） それでは、議案第４号「令和７年度鹿児島県後期高齢

者医療広域連合一般会計予算」につきまして御説明申し上げます。

議案書の２７ページを御覧ください。

令和７年度一般会計予算は、第１条にございますように、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億３６９万９千円とするものでございます。それでは主な

ものにつきまして、事項別明細書により御説明いたします。

３１ページ、３２ページを御覧ください。

比較欄合計に記載のとおり、歳入歳出ともに前年度と比較いたしますと、１５

７万４千円の増となっております。

３３ページを御覧ください。まず歳入でございます。

１款 分担金及び負担金 １項 負担金 １目 事務費負担金は、１億３６９

万６千円で、前年度と比較いたしまして、１５７万４千円の増となっております。

３４ページを御覧ください。次に歳出でございます。

１款１項１目 議会費は、４６７万４千円を計上いたしております。議員報酬

のほか、定例会、臨時会と議会運営に係る経費でございます。

２款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費は、９，７４３万５千円

で前年度と比較いたしまして、１５３万８千円の増となっております。主なもの

といたしましては、派遣職員の赴任旅費や、市町村への人件費負担金、事務室の借

上料及び共益費、幹事会、運営委員会など各種会合の旅費のほか、電算対応経費を

計上いたしております。このうち、派遣職員に係る経費、事務局職員用のパソコン
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賃貸借の更新に係る電算対応経費等が増額となっております。

３６ページを御覧ください。

２項 選挙費は、前年度と比較いたしまして、１０万４千円の増となっており

ます。これは、２目 広域連合長選挙費におきまして、令和８年２月４日に任期満

了となる広域連合長の選挙費の計上、また、３目 広域連合議会議員選挙費にお

きまして、令和７年度に実施が見込まれる広域連合議会議員の補欠選挙に係る選

挙費を、計上いたしております。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） これより順次、質疑、討論に入ります。

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ本件については質疑、討論は

ないものと認めます。

これより表決に入ります。

議案第４号「令和７年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一般会計予算」につ

いて採決いたします。

本件については原案どおり決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって本件は原案どおり可決されました。

○副議長（富重 幸博君） 次は、日程第９ 議案第５号「令和７年度鹿児島県後期

高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算」を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） それでは、議案第５号「令和７年度鹿児島県後期高齢

者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算」につきまして御説明申し上げます。
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議案書の４１ページを御覧ください。

令和７年度特別会計予算は、第１条にございますように、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ３，０１８億９，７２８万２千円とするものでございます。

４５ページ、４６ページを御覧ください。

それでは主なものにつきまして、事項別明細書により御説明いたします。比較

欄合計に記載のとおり、歳入歳出ともに前年度と比較いたしますと、１３億７，２

５４万６千円増となっております。

４７ページを御覧ください。まず歳入でございます。

１款 市町村支出金 １項 市町村負担金 １目 事務費負担金は、業務課職

員の共通経費や、医療費適正化事業等に対しましての市町村負担金で、前年度と

比較いたしまして、３億９９５万３千円増の、８億２２１万９千円を計上いたし

ております。

今回の増額の要因といたしましては、令和６年１０月１日から始まりました内

国為替制度に伴う公金振込手数料、約８，５００万円を計上いたしましたほか、療

養費や医療費通知書等に係る郵便料金の値上がりにより、前年度と比較いたしま

して、約２，７００万円の増、また、電算対策事業費におきまして、令和６年度で

終了した機器更改費用を除いた通常経費におきまして、前年度と比較いたしまし

て、約１億８，１００万円の増でございます。

この増となった電算対策事業費の主なものは、今回の機器更改により全都道府

県のデータをクラウド化し、国保中央会が一括管理することになったことに伴い、

新たに発生するクラウドサーバ使用料が、約１億２，９００万円となっておりま

す。そのほか、標準システム機器等の賃貸借料、約３，８００万円の計上などでご

ざいます。

２目 保険料等負担金は前年度と比較いたしまして、６億３，６１９万円増の、

２８６億９，３１７万９千円を計上いたしております。これは、保険料見込額の増

によるものでございます。

３目 療養給付費負担金は前年度と比較いたしまして、１億４，４９５万４千

円増の、２４１億２，６０９万２千円を計上いたしております。この療養給付費等

負担金につきましては、算出基礎となる令和６年度給付費等総額に、新型コロナ

ウイルスの影響により、例年と比較できない令和２年度から４年度を除く、過去

５年間の対前年度比の伸び率の平均を乗じ、さらに、国通知による診療報酬改定

率や被保険者の増加等を加味し、令和７年度の見込額として算出いたしておりま
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す。

２款 国庫支出金 １項 国庫負担金 １目 療養給付費負担金は、前年度と

比較いたしまして、４億３，４８６万４千円増の、７２３億７，８２７万８千円を

計上いたしております。

２目 高額医療費負担金は、レセプト１件当たり８０万円を超える医療費に係

る国の負担金でございますが、前年度と比較いたしまして、１億３３０万８千円

増の、１９億５，４０４万８千円を計上いたしております。

２項 国庫補助金 １目 調整交付金は、前年度と比較いたしまして、４億６，

５０３万８千円増の、３０１億７，２２４万４千円を計上いたしております。

２目 後期高齢者医療制度事業費補助金は、長寿健診事業や口腔健診事業等、

また、著しく高額な医療費につきまして、全国の広域連合で負担する特別高額医

療費共同事業拠出事業に係る補助金で、前年度と比較いたしまして、１，４８８万

３千円増の、１億７，４１４万６千円を計上いたしております。

４８ページを御覧ください。

３款 県支出金 １項 県負担金 １目 療養給付費負担金は、前年度と比較

いたしまして、１億４，４９５万４千円増の、２４１億２，６０９万２千円を計上

いたしております。

２目 高額医療費負担金は、４７ページの２款 国庫支出金 １項 国庫負担

金 ２目 高額医療費負担金と同額の１９億５，４０４万８千円を計上いたして

おります。

２項 財政安定化基金支出金 １目 財政安定化基金交付金は、県との協議を

踏まえ、４億５千万円を計上いたしております。

４款１項 支払基金交付金 １目 後期高齢者交付金は、前年度と比較いたし

まして、９億５，６６７万３千円増の、１，１５０億９，１１３万３千円を計上い

たしております。これは国保、健保等、現役世代が加入する各医療保険者からの支

援金で、療養給付費等の見込額から算出いたしたものとなります。

５款１項１目 特別高額医療費共同事業交付金は、１件当たり４００万円を超

えるレセプトのうち、２００万円を超える部分につきまして、国保中央会が全国

レベルで財政調整を行った上で交付する交付金であり、前年度と比較いたしまし

て、２，７３７万６千円増の、１億８，８８３万３千円を計上いたしております。

６款 財産収入 １項 財産運用収入 １目 利子及び配当金は、前年度と比
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較いたしまして、３０９万３千円増の、３１４万２千円を計上いたしております。

４９ページを御覧ください。

７款 繰入金 １項 基金繰入金 １目 運営安定化基金繰入金は、医療給付

費の増加に伴う財源不足や保険料率の上昇を抑制するために、基金に繰り入れる

ものであり、前年度と比較いたしまして、５億２，９１９万８千円減の、１３億

７，９６３万４千円を計上いたしております。

８款 諸収入 ３項 雑入 １目 第三者納付金は、交通事故等に係る医療費

についての加害者からの損害賠償金でございますが、過去３年間の実績等から算

出し、前年度と比較いたしまして、４，６８３万４千円増の、２億９，０９９万４

千円を計上いたしております。

５０ページを御覧ください。

９款１項１目 繰越金は、先ほど令和６年度特別会計補正予算で御説明いたし

ました、歳出予算の予備費の予算規模と同額となり、前年度と比較いたしまして、

１４億９，２０１万５千円減の、１億９０８万８千円を計上いたしております。

歳入は以上でございます。

５１ページを御覧ください。次に歳出でございます。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費は、前年度と比較いたし

まして、５，５０７万８千円減の、６億６６９万８千円を計上いたしております。

主なものは、広報周知、支給決定通知のほか、電算システム管理運営関係の業務委

託、業務課派遣職員の人件費等負担金に係る費用などでございます。

５２ページを御覧ください。

２項 医療費適正化事業費 １目 レセプト点検事業費は、前年度と比較いた

しまして、２７４万６千円増の、１億３，５９１万８千円を計上いたしておりま

す。主なものは、診療報酬明細書点検に係るシステム画像取り込み等のデータ作

成業務委託や、レセプト二次点検、療養費支給申請書点検等に係る委託料などで

ございます。

４目 医療費通知事業費は、医療費通知書の郵送料と、通知書作成に係る委託

料で、前年度と比較いたしまして、１，６３７万１千円増の、５，９８９万６千円

を計上いたしております。

５目 第三者行為求償事業費は、交通事故などの第三者行為に関する求償事務

に係る委託料等で、前年度と比較いたしまして、２２８万７千円増の、１，４８２
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万１千円を計上いたしております。

５３ページを御覧ください。

２款 保険給付費 １項 療養諸費 １目 療養給付費は、前年度と比較いた

しまして、１５億９，５３０万６千円増の、２，７７８億６，４０６万７千円、２

目 療養費は前年度と比較いたしまして、３，５１２万９千円減の、１９億３，６

９７万円、３目 審査支払い手数料は、前年度と比較いたしまして、１，２０３万

４千円増の、５億８，７３２万４千円を計上いたしております。

２項 高額療養諸費 １目 高額療養費は、前年度と比較いたしまして、５億

３，９３８万１千円増の、１７４億５，０６４万３千円を計上いたしております。

２目 高額介護合算療養費は、前年度と比較いたしまして、８１７万９千円減

の、２億９，５２０万３千円を計上いたしております。

５４ページを御覧ください。

３項 その他療養給付費 １目 葬祭費は、前年度と比較いたしまして、２，２

５６万円増の、３億８，５００万円を計上いたしております。

３款１項１目 特別高額医療費共同事業拠出金は国保中央会への拠出金であ

り、４８ページの歳入の、５款１項１目 特別高額医療費共同事業交付金と同額

の、１億８，８８３万３千円を計上いたしております。

４款１項 支払基金拠出金 １目 出産育児支援金は、前年度と比較いたしま

して、６６０万８千円増の、１億８，９３０万９千円を計上いたしております。こ

れは、出産育児一時金を、全世代で支え合う制度導入に伴い昨年度新設したもの

で、令和７年度における後期高齢者医療制度の費用負担を全国で約１３６億円と

推計し、この約１３６億円に、全国の被保険者数における本県の被保険者数の割

合を乗じたものを、本県負担分として計上するものでございます。

５款 保険事業費 １項 健康保持増進事業費 １目 健康診査費は、前年度

と比較いたしまして、２，９５９万円増の、４億６，２４２万９千円を計上いたし

ております。これは、長寿健診事業におきまして、受診率２５．６％と見込み、ま

た口腔健診事業におきましては、受診率を１１．８％と見込んで計上いたしてお

ります。

５５ページを御覧ください。

２目 一体的実施推進事業費は、事業に取り組む市町村への委託料や、実施推

進に係る市町村支援の為の補助金等が主なもので、前年度と比較いたしまして、
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１，２０７万３千円増の、６億１，９７８万９千円を計上いたしております。この

委託料等につきまして、これまでは、各市町村の交付基準の上限額で計上いたし

ておりましたが、令和６年度から各市町村に対し事業実施意向調査を行い、市町

村の当初見込額で、計上いたしたところでございます。

５６ページを御覧ください。

３目 その他健康保持増進事業費は、前年度と比較いたしまして、５６８万７

千円減の、１億１１９万５千円を計上いたしております。

６款１項 基金積立金 １目 運営安定化基金は、前年度と比較いたしまして、

１５億９，３０１万円減の、３１４万２千円を計上いたしております。これは、保

険料率改定に合わせて隔年で積み立てており、給付費増加に伴う財源不足への対

応のほか、次回保険料率改定時の、保険料率上昇を補正するための基金となりま

す。なお、令和７年度は預金利子のみの、予算計上となります。

５７ページを御覧ください。

８款 諸支出金 １項 償還金及び還付加算金 ２目 保険料還付金は、前年

度と比較いたしまして、１，４５１万円増の、３，９５１万円を計上いたしており

ます。これは、先ほど令和６年度特別会計補正予算で御説明いたしましたが、令和

６年度の還付実績によるものでございます。

９款１項１目 予備費は、前年度と比較いたしまして、７億８，８６９万７千円

増の、９億５，１５３万５千円を計上いたしております。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） これより、質疑に入ります。

それでは、通告による発言を許可いたします。

なお、質疑の回数は、会議規則第４８条の規定により、同一議員につき同一議題

について３回を超えることができず、また、発言の時間は、申し合わせにより、答

弁を含め一人３０分以内となっておりますので、念のため申し上げます。

７番、持留良一議員。

〔持留議員議員 起立〕
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○７番（持留 良一君） はい。議長。

垂水市議会の持留でございます。どうぞよろしくお願いいたします。今回、私は

特別会計を見る視点として、通告で出したとおり、５点の視点を持って、どのよう

な、今年は事業が展開されるのか、その中で高齢者の皆さんに負担が求められる

のか。また実態に対しての負担が求められないか、そういう観点を持ちながらで

すね、質疑をしたいというふうに思います。

１点目は、２０２２年１０月より２割負担が、導入されたことは皆さんもご存

知だというふうに思います。それに基づいて、国会での付帯決議で、その影響につ

いての分析を公表する、ということが決まってまして、それが昨年の２０２３年

の９月２９日に実施されたところでございます。先ほどの予算案の説明の中でも、

そのあたりの関係で医療給付の増というのもあったということで、これは後期高

齢者、新たな加入が増えたということもあろうかと思いますが、そういう中で特

徴的なものとして、この２０２３年度から２０２５年度の本県の受診抑制額がど

うだったのか。被保険者の２割負担者数はどうだったのか。実効給付率、また広域

連合として、本県にどのようにこの問題を考えているのか、お聞かせいただけれ

ばと思います。

２点目の視点として、団塊の世代が全ての後期高齢者となるということが、２

０２０年度から２０２５年での本県のそういう中での被保険者数は、また、保険

給付は低所得者の割合の推移を、どのようになっているのかお伺いしたいと思い

ます。

３点目の視点として、特別会計の義務負担が大幅に増となっており、標準シス

テムの機器更改などもあったと聞いているんですけどれも、各自治体でもいろい

ろと標準化システムの統一からの問題で、自治体の負担が増えるということもあ

って、いろいろと苦労もされているようなんですが、その増えた内容について、お

知らせいただきたいと思います。

４点目は保健事業です。重要な、私は柱だと思うんですが、各自治体もそういう

意味ではいろいろする気も、すべているというふうに思うんですが、広域連合と

して自治体とともに取り組んでいらっしゃると思うんですが、この事業の促進、

支援の状況、また課題もあればお聞かせいただきたいと思います。

５番目がマイナ保険証の関係についてです。広域連合と各自治体との取組はど

のようになっているのか、予算の内容からお示しいただければというふうに思い

ます。１回目の質問を終わります。

〔持留良一議員 着席〕
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○副議長（富重 幸博君） 松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） 持留議員から５点ほど御質問いただきました。

それでは、順次答弁させていただきます。

２０２３年から２０２５年まで、令和５年度から令和７年度の、２割負担制度

による影響額でございますが、各年度当初予算におきまして、令和５年度は２２

億９，６８１万円を見込みましたが、令和６年度は５億６，１８６万円、令和７年

度は８億２，９２４万円と見込み、うち令和７年９月に終了する、２割負担配慮措

置以降の影響額は、半年で、１億４，３６９万円を見込んだところでございます。

次に２割負担の被保険者数につきましては、令和６年１２月１１日時点におけ

る、各年度の平均の実績、及び推計値で、令和５年度が３万７，７２９人、令和６

年度が推計で３万８，７２９人、令和７年度が推計で３万９，３６０人を見込んで

おります。

次に実効給付率についてでございます。まず、実効給付率とは、医療費から自己

負担分を除いた割合のことでございますが、２割負担対象者の実効給付率につき

まして、令和４年度からの窓口２割負担開始前後で比較いたしますと、２割負担

開始前の実効給付率は９２．２％、自己負担の割合は７．８％でございましたもの

が、２割負担開始後の実効給付率は８８．３％、自己負担の割合は１１．７％で、

実効給付率は３．９％減少したところでございます。このことから、負担割合は１

割から２割となりましたが、配慮措置の効果もあり、実際の自己負担は約４％の

増に抑えられております。

２割負担の影響の分析でございますが、受診日数につきましても、令和５年９

月２９日に公表された国の分析におきまして、全国で３．１％の減という結果で

ございましたが、本県は１．２８％の受診日数の減に留まり、本県におきまして

は、他県と比べて２割負担の影響は小さかったものと考えられます。

続きまして、本県の被保険者数についてでございます。２０２４、令和６年度、

当初予算策定時では２７万７，２８１人、２０２５、令和７年度、当初予算策定時

におきましては、２８万１，１４７人を想定しており、３，８６６人の増を想定し

たところでございます。

また、保険給付費の推移につきましては、令和６年度当初予算が、２，９５４億
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５，５５０万円、令和７年度当初予算が、２，９７５億４，６８８万円を計上いた

しており、２０億９，１３８万円の増となっております。被保険者数や１人当たり

の医療費は、年々増加傾向にございますが、保険給付費の伸び率などを、緻密に精

査した予算組みに努めているところでございます。

続きまして、低所得者の割合の推移についてでございますが、負担割合１割の

住民税非課税世帯である、低所得Ⅰ、及びⅡの方々の全被保険者数に対する割合

は、２０２４、令和６年度が５８．１％であり、２０２５、令和７年度には、５６．

９％となると見込んでおりますが、これは働いて収入を得ている方が多いと思わ

れる団塊の世代が、後期高齢者医療制度に加入してきていることにより、低所得

者の割合が減少傾向にある要因の１つであると考えております。

事務費負担金の増についてでございます。事務費負担金は共通経費として、各

市町村から御負担いただいておりますが、一般会計では主に、総務課職員の人件

費や事務局執務室の賃貸借料、事務局運営、議会運営等に係る財源として、また、

特別会計では業務課職員の人件費のほか、電算システム管理運営費や医療費適正

化事業のレセプト点検事業、医療費通知事業などの財源としているところでござ

います。

御質問をいただきました、特別会計の事務費負担金が大幅に増額となっている

内容、要因でございますが、主なものといたしまして、まず、昨年１０月から始ま

りました、公金振込手数料を当初予算として約８，５００万円計上いたしました。

２つ目に、療養費や医療費通知等に係る郵便料が値上がりしたことにより、前

年度と比較し約２，７００万円の増となっております。

３つ目に議員の御発言もございました、標準システムの機器更改を今年度行っ

ており、令和７年度から新たに稼働することになっておりますが、今回の標準シ

ステムの機器更改により、全都道府県の広域連合のデータがクラウド化で一括管

理されることに伴いまして、このクラウドサーバに接続する使用料が発生いたし

ます。このクラウドサーバ使用料が約１億２，９００万円となっております。

そのほか、標準システム機器等の賃貸借料約３，８００万円、新規で契約する保

守委託料等、約８００万円などの計上が特別会計の事務費負担が増となった主な

内容、要因でございます。

続きまして、保健事業についてでございます。保健事業の柱でございます、高齢

者の保健事業と介護予防の一体的な実施、いわゆる一体的実施につきましては、

健康保険法等の一部改正に伴い令和２年度から施行され、県内全市町村で展開で

きるよう、保険者として市町村の取組の支援に努めているところでございます。
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議員御承知のとおり、保健師の不足により取組の遅れが課題となっていたとこ

ろでございますが、令和６年度は、新たに１０市町村が取り組むこととなり、県内

４１市町村で生活習慣病等の重症化予防やフレイル予防のため、保健指導やオー

ラルフレイル等の健康教育に取り組んでいるところでございます。

市町村への支援状況でございますが、広域連合では市町村の保健師及び事務担

当者向けに、事業の理解を深める研修や、直接、高齢者支援に携わる看護師等の従

事者研修など、年４回の研修会を開催しておりますほか、市町村への個別支援や

地区別の意見交換、離島など小規模市町村におきましては、離島在住の保健師を

アドバイザーとして派遣するなど、２３市町村に対しまして現地支援を実施して

いるところでございます。

また、一体的実施に要する市町村の事業費につきましては、国の交付金と保険

料を財源として、保健師等の医療専門職に係る人件費を、５億３，１０２万円を見

込み、総額で５億８，１５７万円を令和７年度予算に計上し、令和７年度に一体的

実施に取り組む予定の４２市町村に交付する予定としているところでございま

す。

今、申し上げましたとおり、令和７年度から県内４２市町村が一体的実施に取

り組む予定であり、残す１自治体におきましては、保健師の不足により体制が整

わず、現在、休止しているところでございますが、事業の再開に向けて引き続き支

援を行い、全ての市町村が健康課題に応じた保健事業が展開できるよう、市町村

の取組を支援していくこととしております。

マイナ保険証関係の予算についてでございます。マイナンバーカードと健康保

険証の一体化に係る周知広報費用として、２００万円を予算計上いたしておりま

す。この予算は、医療機関等の受診の際のマイナ保険証の使用方法や、マイナ保険

証の利便性、資格確認書等につきまして記載した周知広報用のリーフレットを作

成するものでございまして、作成したリーフレットは、市町村を通じて被保険者

に送付いたします。

また、マイナ保険証の事務やこの周知広報等に係る経費につきましては、国の

特別調整交付金の対象となるものでございまして、市町村が実施する広報等に対

しまして広域連合から補助金を交付することとしております。

以上でございます。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） 発言ございますか。
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○７番（持留 良一君） はい。議長。

○副議長（富重 幸博君） ７番 持留良一議員。

○７番（持留 良一君） はい。

〔持留良一議員 起立〕

５点の点からいろいろと回答いただきましたが、１つはですね２割負担。これ

やっぱり私たちは、見逃すことができない大きな問題だろうというふうに思いま

す。国の方としても先ほど報告がありました、厚労省は２％から－４．１％に収ま

っていることから、当初想定した範囲内だということなんですよね。ということ

は、この結果によって受診抑制を行われるということを前提とした中身だろうと

いうふうに思います。だからやっぱりこれは、受診抑制が検証されたことになる

というふうな形に私は見ることができるんじゃないかな、というふうに思います。

そこで、改めてお聞きをしたいと思うんですが、先ほどのそのマイナスになっ

た点ですね。この点については、配慮措置もありました、３千円のですね。配慮措

置もありましたけれども、それにもかかわらず、受診抑制を行われたということ

自体は、国が言うとおり受診控えが、こういう範囲内であるけれども、それが改め

て検証されたというふうな見方をしてもいいのではないかなと思うんですが、い

かがでしょうか。

〔持留良一議員 着席〕

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○副議長（富重 幸博君） 松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） これについては、国の方にもですね、いろいろとその

利用の低減につながっているのではないか、ということを何度も説明、質問した

ところでございますが、それにつきましては、保険給付費等が若干値上がりした

りすると、やはり診療について若干心理的なもので、受診控えをすることがある

ということを、この経験上からそう言われております。

それは、長瀬効果と言われているんですが、それについてですね、若干はやはり

あるというのは認識していますが、それについては、想定している範囲内である

ということを聞いているところでございます。

そういう意味では、こちらとしては、もうそれ以上申し上げることはなかった

んですが、今後もですね、この２割負担の効果というのですが、２割の窓口負担の
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ことにつきましては、どういう影響があるかというのは、これからもですね広域

連合等として、国の方にですね、問い合わせをしていきたいとは思っています。

そういう形でよろしくお願いしたいと思います。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） 次に発言ございますか。

○７番（持留 良一君） はい。

○副議長（富重 幸博君） ７番 持留良一議員。

○７番（持留 良一君） はい。

〔持留良一議員 起立〕

３回目になるんですけども、まあこの５点の中で１番がね、大きな私は問題だ

ということで、取り上げてさせていただいて、再質問もさせてもらっているとこ

ろなんですけれども、問題は診療内容の受診控えもあるということがですね、全

国保険医団体連合会の調査でも明らかになっているんですね。

経済的理由により受診控えがあった、との回答が、２割程度の約１７．２％、１

割負担の人で７．３％、厚労省の分析では受診日数のみに注目しているが、投薬、

検査趣旨などのいわゆる診療内容上での受診控えも懸念されると、こんなことも

ですね、言われてるんです。

単純に窓口ということではなくて、負担が大変だから、あの経済的理由によっ

て受診を控える、薬も控える、そうなってくると、病状がさらに悪化していく懸念

があるんじゃないか。今後その影響がいろんな形で出てくると思うんですが、問

題は国が先ほど言いましたとおり、長瀬効果というそういう中身において、当初

からそういう受診控えが出るだろうと予想しているわけなんですよ。

そして、なおかつ、こんなことを政府は言ってるんですけれども、生計の支えに

余裕があるから窓口負担の徴収は可能であり、配慮措置を講じているから必要な

受診は妨げられないということがですね書かれてるんですね。でも実際、数字と

出てきたのは受診控えがありましたよ、ということが数字でも明らかになってき

ているというふうに思うんです。

そう意味でやはり、この単純に診療だけではなくて、内容の中身においてもで

すね、控える点が数多くあったと、先ほど言いましたとおり、投薬、検査処置など

の診療内容上での控えですね、そうなってくると制度で高齢者の暮らしや命を守

るべき制度が、逆にこういう形で、どんどんどんどん、高齢者を苦しめていく状況
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につながっていくのではないかと。

だからこそ、やっぱりこの窓口１割負担の２割負担の問題を立てて、やっぱり

元に戻す。このことはですね、本来の高齢者医療制度が持っている役割、目的だろ

うというふうに思うんですが、改めてこの点では制度と、今回の２割負担の問題

の結果に、このことによってこの制度のあり方をどのように考えていらっしゃる

のか、お聞きしたいと思います。

〔持留良一議員 着席〕

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○副議長（富重 幸博君） 松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） これにつきましては、国の報告がありましたので、そ

れに基づいてですね、私の方も九州広域連合事務局長会議で、このことについて

は御質問させていただきました。

その中で、厚生労働省の方からは、実際２．６％の受診日数が下がるということ

を織り込んだ上で制度改正をしましたが、その結果がどうであったかということ

をですね、一定の期間のデータで観測すると２％の減少だったと、その時よりは

影響は小さかったということなので、医療費削減効果はたいしてなかったという

ことになるため、当然それを保険料にまさに返ってくる。そういう意味では２％

の数字を持って受診控えの有無、大きかったな、小さかった、という議論をするの

はいかがなものか、ということです。そういうことを言われております。厚生労働

省が、そういうふうに言っている部分もあります。

今後もですね、厚生労働省と意見交換する場合にはですね、これについても私

は聞いていきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。以

上です。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） 発言３回となりました。よろしいでしょうか。

○７番（持留 良一君） はい。

○副議長（富重 幸博君）以上で、持留議員の質疑を終了いたします。

ほかに発言がなければ、以上で、通告による質疑を終わります。

ほかになければ、これをもって質疑を終了いたします。
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○副議長（富重 幸博君） これより討論に入ります。

   討論の通告がありますので、発言を許可いたします。なお、申し合わせにより、

討論の回数は、一議題につき一回限り、討論の時間は一人１０分以内となってお

りますので、念のため申し上げます。

   ７番、持留良一議員。

〔持留良一議員 起立〕

○７番（持留 良一君） はい、議長。

それでは、議案第５号、鹿児島県後期高齢者医療連合会後期高齢者医療特別会

計予算について、反対の立場で討論させていただきたいというふうに思います。

この間、高齢者を巡る問題では年金、医療、介護保険など、社会保障の一層の改

悪と消費税の増税のもとで貧困と格差が更に拡大し、高齢者の暮らしを支える基

盤の崩壊が進んでいる、というふうに私は認識をしています。更に異常な物価高

騰は県民生活、とりわけ高齢者の生活を窮地に陥れています。

中でも後期高齢者医療制度は７５歳以上の高齢者、他の医療制度から切り離し

て追い込み、高齢者の人口が増えることによる医療費の増大を、後期高齢者の保

険料で賄うという、そういう仕組みになっています。

さらに、低所得者の高齢者への保険料の軽減特例廃止がされ、一昨年は住民課

税非課税、住民課税所得２８万円以上の医療費、窓口の２倍化が実際あるなど、後

期高齢者への負担増を押し進めてきています。

また、窓口負担の配慮措置も９月で終わります。 このままだと、負担増と深刻

な抑制は避けられず、社会保障としての役割が失われていくのではないでしょう

か。

私は、国に対して医療費の窓口負担の２倍化を廃止することと、高齢者医療制

度で地域に拡充の財政負担を高齢者に課すことや、後期高齢者負担率の引き上げ

は止めるように働きかけることを強く要望をしたいと思います。

最後に、さらなる負担増の後期高齢者医療制度については、これを廃止、高齢者

が安心して医療が受けられる制度の確立を国に求めることを改めて強く要望し、

令和７年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合高齢者医療特別会計予算について、

反対の討論を終わります。

〔持留良一議員 着席〕
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○副議長（富重 幸博君） ほかに発言がなければ、以上をもって討論を終了いたし

ます。

○副議長（富重 幸博君） これより、表決に入ります。

それでは、議案第５号「令和７年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計予算」について採決いたします。

本案は、反対討論がありましたので、この採決は、起立表決により行います。

本案について、原案どおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

「起立多数」であります。

   よって、本案は原案どおり可決されました。

○副議長（富重 幸博君） 次に、日程第１０ 議案第６号「鹿児島県後期高齢者医

療広域連合職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件」を議題と

いたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） それでは、議案第６号「鹿児島県後期高齢者医療広域

連合職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件」につきまして御

説明申し上げます。

議案書の６１ページを御覧ください。

今回の条例改正は、令和４年に公布されました、刑法等の一部を改正する法律

（令和４年法律第６７号）、及び刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法

律の整理等に関する法律（令和４年法律第６８号）が改正することなどに伴い、所

要の改正を行う必要があるため提案するものでございます。

この法改正等におきましては、懲役及び禁錮を廃止し、これらに代わり拘禁刑

を創設するものでございます。

当広域連合では、鹿児島県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関する条例

が今回の法改正等に関係する条例でございましたので、これの一部改正を行うも
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のでございます。

６２ページの新旧対照表を御覧ください。第３条旅費の支給の第３項におきま

して、右側は改正前で禁錮と定めておりましたものを、左側の改正後でございま

すが、これを拘禁刑と改めるものでございます。

なお、附則におきまして、施行期日を令和７年６月１日と定めるものでござい

ます。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） これより順次、質疑、討論に入ります。

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ本件については質疑、討論は

ないものと認めます。

これより表決に入ります。

それでは、議案第６号「鹿児島県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関す

る条例の一部を改正する条例制定の件」について採決いたします。

本件については原案どおり決することに、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって本件は原案どおり可決されました。

○副議長（富重 幸博君） 次に、日程第１１ 一般質問を行います。

   それでは、通告による一般質問の発言を許可いたします。

   ７番、持留良一議員。

  〔持留良一議員 起立〕

○７番（持留 良一君） はい。一般質問の質問をしたいと思います。

１つは、１点はマイナ保険証問題についてです。２点目は、高額療養費の問題に

ついて、２点伺いたいと思います。

御存じのとおり、昨年の１２月２日から、紙の保険証の新規発行が停止されま
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した。そこで、次のことをお伺いたいと思います。

１つは本県のマイナ保険証について、直近の登録枚数、登録率、利用率、利用解

除申請数について伺います。

２点目は、本県の医療機関における、顔認証付きカードリーダーの直近の設置

状況。

３点目には、マイナ保険証の行政を、紐付けの誤りについて政府が総点検し修

正するとなってましたが、これはどうなったのか。

４点目に、マイナ保険証によって行政機関や医療機関の業務が効率化されると

聞いていますが、本当にそうなのか、ということをお聞きをしたいと思います。

５点目は、高額療養費問題についてです。

昨日も、南日本新聞でこのことが報道されていましたけれども、患者団体です

ね、凍結を主張すると。国の方としては一部修正して緩和していくようなことを

言ってますけれども、患者団体は凍結を主張するというふうなことが、これを巡

る動きとしてありましたし、自民党の中でも、これは見直しをせざるを得ないの

じゃないかということも、出てきているようであります。

このことについて伺いたいと思いますが、低所得者も含めて、全ての所得階層

で高額療養費の上限が引き上げられる計画が予定されています。政府は、現役世

代を中心に保険料が増加した、との理由を述べていますが、癌など長期にわたり

治療を受け、高額な療養費を患者、家族にとって、高額療養費制度は、まさに命綱

だということが言えると思います。

広域連合としてこの影響どのように見て、どのような考え方、見解があるのか

お聞かせください。

〔持留良一議員 着席〕

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○副議長（富重 幸博君） 松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） 持留議員から、大きく言って２点ほど、御質問いただ

きました。それでは、順次お答えさせていただきます。

本県のマイナ保険証に係る直近の状況についてでございますが、厚生労働省の

データによりますと、令和６年１１月時点でそれぞれ、登録枚数１８万８，８４８
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枚、登録率６７．９９％、利用率２３．１８％となっております。なお、昨年１２

月末時点における本県の利用解除申請数は１９８件となっております。

本県における、顔認証付きカードリーダーの直近の設置状況につきましては、

令和６年１２月２２日時点で、病院、医科診療所、歯科診療所、薬局、２，９９１

機関に対しまして、２，８２７機関が運用しており、その割合は、９４．５２％に

あたります。

マイナンバーと行政の紐付けの誤りにつきましては、当広域連合では、令和５

年５月の国の通知により、総点検を実施し、誤入力を疑われるものにつきまして

は、確認作業を行い、同年令和５年７月３１日までに、確認作業が完了したところ

でございます。それ以降につきましても、誤入力が疑われるものにつきましては、

随時確認作業を実施しております。

なお、誤入力が疑われるものにつきましては、確認作業が済むまで、医療機関に

おけるマイナンバーによる照会は出来なくなっているところであり、広域連合と

いたしましては、対応に万全を期すようにしているところでございます。

マイナ保険証に関するメリットについてでございます。そのメリットといたし

ましては、医療機関等での受診時、調剤時に、マイナンバーカードを用いて受付

し、情報提供に同意することで、過去に処方されたお薬や、健診結果などの情報

を、医師や薬剤師がスムーズに共有することができますため、医療機関の業務の

効率化につながることが挙げられます。

また、マイナ保険証を利用することにより、限度額適用認定証が無くても公的

医療保険が適用される診療に対しましては、限度額を超える支払いが免除され、

広域連合といたしましても、１か所の医療機関で限度額を超えた分を、被保険者

に高額療養費として支給する手続が不要になります。

このほかにも、医療機関等におきまして、保険資格の情報を確認する際に、マイ

ナ保険証を使うことで、被保険者の保険資格情報などを自動取得することができ

るため、事務職員の負担を軽減することができます。

以上のようなことが、効率化に伴うメリットとして考えられるところでござい

ます。

高額療養費について御質問いただきました。議員が問題であると御指摘されて

いる自己負担額の上限引き上げにつきましては、新聞等で見直し案が報道されて

いるところでございますが、現時点では、広域連合には国からの正式な通知は来

てないところでございます。
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議員御発言の高額療養費の上限引き上げに伴う影響につきましては、一般的に

は上限引き上げにより、広域連合における歳入予算である市町村からの療養給付

費負担金が減少すること、歳出予算である療養給付費や高額療養費等の保険給付

費が減少すること、さらには、保険料率算定の基礎となる保険給付費見込み額が

減少すること等、が想定されますことから、今後の国の動向につきまして、注視し

てまいりたいと考えております。

なお、具体的な制度の見直しが出されれば、まずは、国におきまして、被保険者

等への丁寧な説明に努めていただきたいと考えているところでございます。以上

でございます。

〔松元事務局長 着席〕

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○副議長（富重 幸博君） ７番 持留良一議員。

〔持留良一議員 起立〕

○７番（持留 良一君） 回答を出していただきました。高額療養費問題については、

これは、先ほど言いましたとおり、患者団体も含めてですね声を上げていると。

また、石破首相も、関係団体に声を聞くというようなことも、国会の答弁でも示

されたと思います。

そういう意味でやっぱり、広域連合としても、この問題については、全高齢者７

５歳以上の後期高齢者の皆さんの声に応えるという意味でも、国に対して、連合

会を通じてですね、連合長にはぜひ声を出していただきたいという思いますが、

この点について１つお聞きをしたいと思います。

次、マイナンバーの問題について、回答をしていただきました。後期高齢者医療

に関する要望書というのが、今年の１１月４日広域連合協議会の方から、出され

ているというふうに思います。この中で、マイナンバー制度についてという項目

が１つ出されてまして、やむを得ない理由等により、マイナンバーカードを所持

しない方も含め、全ての被保険者が引き続き安心して、医療機関等受診できるよ

うに、国に対しては制度の周知広報、特にマイナンバーカードと電子証明書、マイ

ナ保険証としての違い等の説明について、責任持って取り組み、広域連合や市町

村からの質疑、要望等に対して、そこを補足できる体制を整えることと、必要な財

政投入も行ってくださいというふうに書かれています。

こういう中で、この要望というのはやはり、様々マイナ保険を巡って問題がま

だまだあるというふうに思います。というのは、マイナ保険証の利用を先ほど回
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答が２５％。本県がどうなっているかわかりませんけども、解除申請は全国では、

４万５千を超える内容になってるんですね。このことから見ても、やっぱり根強

い情報の問題だとか含めて、不信が改めて浮き彫りになってきたというふうに思

います。だからこそ、後期高齢者の方も要望としようとして、そういうことを出し

たんだろうというふうに思います。

特に、あのマイナ保険証によって行政機関や医療機関の業務が効率化されてい

るのか、ということを先ほど質問したんですけども、しかし、マイナ保険証の導入

後、従来の保険証から資格確認書、資格情報のお知らせ、顔認証マイナカード、顔

写真のないマイナンバーカードなど、資格確認のために処理が増えてきていると、

逆に様々な問題がそこで出てきて、窓口が大変だということも出てます。

特に、あの後期高齢者のところが、直接それに責任を持ってタッチするわけじ

ゃないですけれども、市町村との関係で、ここの部分はいろいろ支援とか含めて

あるかというふうに思いますが、こういう状況の中、改めて聞きますけれども、連

合会として、今後こういう問題がある中で、スムーズに高齢者の皆さんが病院に

かかれるためには、まだまだ、あのマイナ保険証よりも紙の保険証が引き続き重

要だというふうに思いますが、この辺りのことを含めて、このマイナ保険証につ

いては、それぞれ市町村どのようなことをして、このマイナ保険証の様々な課題

を克服していくという考えがありなのか、お聞かせください。

〔持留良一議 着席〕

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○副議長（富重 幸博君） 中西広域連合長。

〔中西広域連合長 起立〕

○広域連合長（中西 茂君） ただいま、議員から高額療養費の問題について、御質

問がございました。

今、社会保険料も相当上がって、国民の皆さんの負担感も高くなっているわけ

です。一方で、全世代型社会保障制度ということで、１点目ですね、所得がある

方々には、やはりしっかりとした、負担も求めていかなければ、社会保険料は、ど

んどん上がってくるわけですから、持続可能な制度設計というのと、いかに負担

を公平に国民の皆様に求めていくかというかという、そういうバランスはですね、

非常に大事だと思います。

その中で、今おっしゃった、高額医療制度で引き上げということで、今、政府等

の中でも、いろいろ話し合いが行われているようです。特定の方にですね、やっぱ
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り負担が偏る、今、高額医療で継続的に癌の治療をされたりして、非常にそこに負

担が伴っているとそういう特定の方にですね、負担が行くというのは、これは避

けなければならないと思います。

ただ一方で、先ほど言いました、全世帯型の社会保障制度の中で、一定程度の能

力のある方には負担を求めていくというのも、これもまたそういう方向ではなか

ろうかと思います。

その中で、今お話もございましたので、九州の連合長の会議もございますので、

そういう地元の声についてもですね、私の方からも発言をさせていただきたい、

というふうに思っています。

〔中西広域連合長 着席〕

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○副議長（富重 幸博君） 松元事務局長。

〔松元事務局長 起立〕

○事務局長（松元 祐成君） それでは私の方からは、マイナ保険証について御質問

を受けましたので、答弁させていただきます。

いろいろとですね、今、持留議員から御指摘というか、こういう不都合があるよ

ということの質問が、そういう説明がございました。国におきましては、昨年、令

和５年度にですね、マイナンバー情報総点検本部を立ち上げたところで、令和５

年１２月２７日には、全てのデータの点検が終了したということもございます。

今後、その紐付けの誤りというのは出てこないでしょうし、今後ですね、どうす

ればこのマイナ保険証が、皆さんに、後期高齢者も含めてですね、使われるように

なるかというのはですね、国も考えていくことになると思います。

我々としてもですね、九州の広域連合長で組織する九州地域ブロック協議会で

ございます。それ以外にも、全国で組織する全国広域連合長会議、そういう会議も

ございます。ここでですね、国の方に、厚生労働大臣及び厚生労働省の方にです

ね、要望を出しております。

これについては毎年やっているところでございますので、これについてですね、

マイナ保険証のことについても要望をさせていただきたいと思います。これにつ

いては毎年出してますので、国の方もですね、我々の思いというのは分かってい

ただいていると思いますので、今後とも、更に強力にですね、要望していきたいと

思っております。以上です。
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〔松元事務局長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） 持留議員、ただいまの答弁でよろしいでしょうか。

○７番（持留 良一君） はい。ありがとうございます。

○副議長（富重 幸博君） それでは、以上で、持留議員の一般質問を終了いたしま

す。

   以上で、通告による一般質問を終わります。

   ほかになければ、これをもって一般質問を終了いたします。

○副議長（富重 幸博君） 以上で、今議会に付議された案件は全て議了いたしまし

た。

ここで中西広域連合長から発言の申し出がありますので、これを許可いたしま

す。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

中西広域連合長。

〔中西広域連合長 起立〕

○広域連合長（中西 茂君） 本日は、熱心な、そして慎重な御審議をいただきまし

て誠にありがとうございます。

この後期高齢者医療制度も様々な課題を抱えているものだというふうに思って

います。いずれにしましても、持続可能な制度設計にしっかりしていく。そして、

高齢者の期待に応えていく。そういう制度にしていくことが、何より寛容かとい

うふうに思っております。

マイナンバーカードもですし、さっき言った機器更改で、来年度からこのシス

テムのですね、クラウド化で実施とか保守点検、それから様々な費用が係るとい

うことで、構成市町村の皆さんには大変申し訳なく思っております。

また、一方我々も構成市町村として、どこの市町村の議会でもですけど、国もで

すね二重業務、業種ですかね、クラウド化、ということで、どこの市町村も、今年

度大きな予算を組んでらっしゃるんだというふうに思ってます。そういう時代の

流れもございますので、そういうのにはしっかりと負担をいただきながら、対応

していかなければならないと思ってます。

いずれにしましても、多くの市町村から負担をいただきまして、この広域連合
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ができているわけですので、今後とも議員の皆さん、そして、市町村の皆様としっ

かり連携して、制度運営に努めてまいりたいと考えておりますので、今後とも、ど

うぞよろしくお願いいたします。

本日は誠にありがとうございました。

〔中西広域連合長 着席〕

○副議長（富重 幸博君） 以上で本日の会議を閉じます。

これをもって令和７年鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会を閉

会いたします。

＝閉会：午後３時３９分＝
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